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Preparing for
a major earthquake

～To survive～

～生き残るために～



三重大学の配置

Location of Mie University

A huge earthquake in the 
trough could cause a tsunami
トラフの巨大地震が津波を招く

Mie University



巨大地震が発生すると？

・広域に地震と津波の被害が発生する
Widespread damage

・電話での音声通話ができない
Voice calls not working

・公共交通機関が止まる
Public transport stops

・火災や負傷者（君かも）
Fires and casualties（Maybe it's you）

When a huge earthquake occurs



１．身を守る！

２．危険な場所から避難！！

３．安否を報告！！！

机の下に潜り込みます。

津波避難を始めます。（垂直避難）

大学内で地震発生したら？

安否確認システムに回答する。

Shake out！

Vertical evacuation

Safety report by ANPIC



津波避難に適する建屋

あなたの近くにある、〇で囲んだ建屋に避難してください。
職員の誘導に従ってください。



学外で地震に遭遇したら？

１．身を守る！

２．危険な場所から避難！！

３．安否を報告！！！

Encountering an earthquake off campus

Shake out！

Evacuate from dangerous places

Safety report by ANPIC



三重大学
三重県総合文化センター

津駅

偕楽公園

教育学部附属学校

大学の近傍にある公共の避難所

Cultural Center

Kairaku Park

Affiliated Schools

Public shelters



安否報告について！

誰が無事で、誰に危険が迫って
いるのかを、速やかに把握し最善の
対応をするため、全員が登録する
安否確認システムを運用しています。

Who is safe and who is in danger?
Use ANPIC to make quick decisions



＜サポートエリア＞
三重、愛知、岐阜
大阪、京都、奈良
和歌山
＜対象震度＞
６弱以上

地
震
速
報

三重大学ANPIC
安否確認メール
自動送信

【ANPIC】

安否状況をお知らせ
ください

レポート
返信大

学
が
集
計

次
の
対
策 あなたに届きます



ANPIC登録方法（How to register）

１．スマホに、三重大Gmailの受信設定を行います。
Set up your smartphone to receive Mie University Gmail emails.

２. スマホでANPICを登録
Register ANPIC on your smartphone

（１）ANPIC初期登録サイトにアクセス
Access the ANPIC initial registration site

（２）学籍番号を入力してログイン
Log in with your student ID number

（３）指示されたサイトに移動しアカウントを設定
Go to the site indicated and set up your account

①パスワード
password

②別のメールアドレス
Email address other than your university email address

Scan this！



３. ANPICアプリをインストール
Install the ANPIC app

ANPICをスマホで使えるようにアプリをインストールします。
Install the app so that you can use ANPIC on your smartphone.

（専用アプリかラインの2択になります。）
（You have two options: a dedicated app or LINE.）

４. 上記手順の動画参考資料
Video references for the above steps

https://www.mie-u.ac.jp/bosai/anpic/post.html



防災関連の問い合わせ

Contact Us



三重大学の対応要領（南海トラフ臨時情報発表時）
ケース １ ２ ３

概 要

様 相
と

脅 威

・Ⅿ８クラスの地震が発生してトラフ
の東半分が割れる。

・震源の深さが100Ｋｍ未満の場合
津波が発生する。

・巨大地震が発生する可能性が高い

・Ⅿ７クラスの地震がトラフ内で発生
・震源の深さが100Ｋｍ未満の場合津波が
発生する。

・巨大地震の兆候となることもある。

プレート境界に異常な滑りの兆候が
確認できた。

政 府
考 え

１ 巨大地震発生の可能性が高い
２ 約１週間の避難が必要となる。

１ 避難の呼びかけはしない。
２ 日頃の備えを強化する。

１ 避難の呼びかけはしない。
２ 日頃の備えを強化する。

三重大
の

対 応

（津波が来ると認識）
津波避難基本計画に基づき
行動します。
①捜索と垂直避難を行います。
②津波警報の解除まで学内に
待機します。（2日程度）

③解除後、2次避難します。
（当面、高野尾農場に本部と
帰宅困難者を収容します。）
④大学を休講とします。
三重大対策本部が授業再開
の時期要領を決めます。
※必要事項はANPICで示す。

１ 津波警報が出た場合
ケース１に準じて対応します。

２ 津波警報がない場合
①人的・物的被害を確認します。
②臨時情報2号が「更なる脅威
の高まり」を示唆する場合は
大学を一定期間休講します。
（休講期間は、三重大学災害
対策本部が決定します。）

③教職員は、施設の復旧と安全
化を行います。

④授業再開は、被害の程度と今
後の脅威を考慮し決定します。

※必要事項はANPICで示す。

１ 臨時情報1号には、対応しま
せん。

２ 臨時情報２号が「警戒を要
する。」と発表した場合
①当日のみ休講します。
学生は帰宅し、自助の準備
を強化します。

③教職員は、学内の更なる安
全化を行います。

④翌日以降は、不測事態に対
処できる態勢で授業を再開
します。

※必要事項はANPICで示す。


